
まちづくり町民アンケート

結果報告書（概要版）

令和8年2月

音更町



サマリー

p.1 調査概要

 町民向けアンケートは、18歳以上の町民1,000名に配布し、441票の回答を得た。

p.2 各分野の町民満足度について

 ポジティブな回答率が高いのは、買い物環境や医療環境、ごみ収集に関する項目など。

 ネガティブな回答率が高いのは、道路整備や公共交通、空き家対策に関する項目など。

 前回調査までと比較すると、全体的に満足度は上昇傾向。

p.6 まちづくりに特に重要だと思う分野について

 「子育ての環境や支援」が最も高く、「道路や歩道の除排雪」が続く。

 「道路や歩道の除排雪」「道路の整備・管理」は重視されているものの不満傾向
が拡大。

p.10 住み良さについて

 「住み良い」「どちらかといえば住み良い」を合わせると85.5％にのぼる。

p.11 定住意思について

 「今の場所に住み続けたい」「町内の別の場所に移りたい」を合わせた音更町への定住意

思は87.8％にのぼる。

p.12 幸福度について

 町民の幸福度（0～10点で評価）は平均で7.10点。前回調査より上昇。

p.13 暮らしの満足度について

 町民の暮らしの満足度（0～10点で評価）は平均で6.86点。前回調査と同程度。

p.14 まちづくりへの町民参加について（概要）

 「音更町のまちづくりに関心がある」のは70.1％にのぼる。

 ただし、パブリックコメントや審議会などへの具体的な参加意向は低い。



サマリー

p.16 音更町の行政改革における重点事項について

 「町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり」が最多。

 現役世代からの「補助金などの整理、合理化」「役場や支所などへ行かなくて
もよい行政サービスの拡充」を求める声も目立つ。

p.15 これからの音更町がなってほしい姿

 「便利で快適に暮らせるまち」「健康で安心して暮らせるまち」が多い。

p.17 男女の地位に関する平等意識について

 女性の回答は「平等」が低く、「分からない」が高い傾向。

 高齢層の回答では、男性優遇であるとの意識が強い傾向。

p.18 進路や職業選択における性別意識について

 男性の回答は「性別をほとんど（全く）意識せずに選択した」が高い。

 高齢層の回答では、「性別をかなり意識して選択した」が高い傾向。
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調査概要

【調査概要】

• このアンケートは、総合計画に基づくまちづくりの推進状況を評価するため、様々な視点
から検討を行うことを目的として、町民を対象に、町に対する考え方や意見等を把握する
ために実施しているものである。

対象
音更町に在住する18歳以上の町民1,000名（無作為抽出）
（対象者が回答できない場合は、ほかのご家族の方（18歳以上の方）が回答）

配布・回収
方法

郵送にて調査票を配布

回収は返信用封筒による郵送（紙回答）

または調査票記載の二次元コードよりアンケートフォームにアクセスして回答
（オンライン回答）

調査時期 2025（令和7）年8月 - 9月

回収数 441票（回収率44.1%）
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【暮ら    度】

• ポジティブな回答率が高いのは、買い物環境や医療環境、ごみ収集に関する項目など。

• ネガティブな回答率が高いのは、道路整備や公共交通、空き家対策に関する項目など。

各分野     度 つ  
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各分野     度 つ  
（経年変化）

【暮ら    度】

※ 「満足」を2点、「やや満足」を1点、「やや不満」を-1点、「不満」を-2点とし、総回答数で割ったもの
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【次    分割】

 昨年度と比較すると、全体的に満足度は上昇傾向。

 特にごみ収集や買い物環境といった満足度の上位項目は、プラスが拡大している。

 ただし、道路整備や除排雪に関する項目は、マイナスが拡大している。
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各分野     度 つ  
（経年変化）

【暮ら    度】
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各分野     度 つ  
（経年変化）

【暮ら    度】

※ 「満足」を2点、「やや満足」を1点、「やや不満」を-1点、「不満」を-2点とし、総回答数で割ったもの

 昨年度と比較すると、全体的に満足度は上昇傾向。

 特にごみ収集や買い物環境といった満足度の上位項目は、プラスが拡大している。

 ただし、道路整備や除排雪に関する項目は、マイナスが拡大している。
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 最も重要度が高いとされたのは「子育ての環境や支援」。1番目に重要とする回答が極め
て多い。子育て世帯の多い30代では、5番目までにこの項目を選択した割合が61.9%に及
ぶ。

      特  要だ 思う分野 つ  

【暮ら    度】

※各回答項目と、合計値はそれぞれ別々に小数点第2位で四捨五入を行っているため、1～5番目に重要とし

た割合を足し合わせても、提示している合計値 一     合   。
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      特  要だ 思う分野 つ  
（経年変化）

【暮ら    度】

 「子育ての環境や支援」が多いのはこれまでの傾向通りである。

 上位項目の中では、「病院・診療所などの医療環境」「高齢者の介護予防・自立支援」が
上昇しているほか、「道路の整備・管理」の上昇が目立っている。

【次    分割】
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      特  要だ 思う分野 つ  
（経年変化）

【暮ら    度】
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【暮ら    度】

      特  要だ 思う分野 つ  

 5番目までに選択された割合を縦軸に、満足度評価を横軸にとった散布図をみると、重要

度の高い「子育ての環境や支援」「病院・診療所などの医療環境」「高齢者の介護予防・
自立支援」はいずれも満足が不満を上回っている（加重平均値がプラス）。

 「道路や歩道の除排雪」「道路の整備・管理」は不満が優勢であり、昨年度と比較しても
重要とする割合が増加していることから、今後より一層注力していく分野であると考えら
れる。
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 「住み良い」と「どちらかといえば住み良い」の合計は85.5％と、非常に多くの町民が町
の住み良さを実感している。これまでの調査と同様の傾向である。
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     定 意思 つ  

 「町内の別の場所に移りたい」も含めた音更町への定住意思は87.8％と、9割に迫る水準
となっている。これまでの調査と同様の傾向である。
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【幸 度・       ら見    つ  】

    

   

    

    

    

    

   

   

   

   

   

    

   

    

    

    

    

   

   

   

   

   

    

   

    

    

   

    

   

   

   

   

   

                                 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

       

       

       

幸 度 つ  

 町民全体の平均値は7.10 （0～10点、高いほど幸福）である。

 昨年度の6.94点と比較すると、やや上昇している。

 男女別では男性は7.04点、女性は7.24点で、女性の方が高い。

 年齢別では40代が最も高く、7.28点である。
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【幸 度・       ら見    つ  】

 町民全体の平均値は6.86 （0～10点、高いほど満足）である。

 昨年度の6.78点と比較すると、わずかに上昇している。

 男女別では男性は6.89点、女性は6.94点で、同程度である。

 年齢別では60代が最も高く、7.09点である。

暮ら    度 つ  

    

   

    

    

    

    

   

   

   

   

   

   

   

    

    

    

    

   

   

   

   

   

    

   

    

    

    

    

   

   

   

   

   

                                 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

       

       

       



14

    

   

   

   

   

   

   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

   

   

   

   

    

    

    

   

   

   

   

   

   

   

                  

                  

                 意         

                 意見            

                 対        分       

                                

          意見     

       各                意見        

     

                                   

 う思う   思う    思    う思    回 

            つ  （概要）

【            つ  】

※ 各設問に対する「そう思う」「ややそう思う」の回答率の合計

 7割の町民が「音更町のまちづくりに関心がある」と回答。

 一方、パブリックコメントや審議会、まちづくり活動などの具体的な活動への参加意向は
2～3割台に留まる。
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 3番目までに回答された割合
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【   将 像】

 「1番目に優先すべき」との最も回答が多かったのは「便利で快適に暮らせるまち」で、
「健康で安心して暮らせるまち」が続く。

 これら2項目は、すべての年齢層で半数以上が3番目までに回答している。

 「活力ある産業のまち」「教育・文化水準の高いまち」のように対外競争力に関する項目
は男性で高く、「健康で安心して暮らせるまち」「町民同士がふれあい豊かに暮らせるま
ち」のように町内の暮らしやすさに関する項目は女性で高いなど、わずかながら性別によ
る傾向差がみられる。
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         お     項 つ  

【     つ  】

※ 最大3項目までの複数回答で、4項目以上の回答は一律無効とした

 最も多いのは「町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり」で、44.7％が回答して
いる。

 40代以下の層では、「補助金などの整理、合理化」「役場や支所などへ行かなくてもよい
行政サービスの拡充」といった回答の割合も高い。
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    位    平 意  つ  

【         つ  】

 性別でみると、女性は「平等」が く、「分からない」が高い傾向がある。

 年齢別でみると、高齢層で男性優遇であるとの意識が強い傾向がみられる。
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     選択 お    意  つ  

【         つ  】

 性別でみると、「性別をほとんど（全く）意識せずに選択した」は男性で高い。

 年齢別でみると、「性別をかなり意識して選択した」「どちらかといえば性別を意識して
選択した」は高齢層ほど高い傾向がある。
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      意   選択    ら        意   選択  

  ら        意    選択     ほ   （  ）意    選択  

  ら   回 
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